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以上，若干熱に浮かされた感のあるレポートになったことは否めないが，期待感の

表れとしてご笑覧いただければ幸いである。これまで FMを使われたことがないとい

う方も，興味を持たれた方がいらっしゃればWeb サイトより試用版をダウンロード

することができるので，一度お試しいただきたい。3

ただ，この原稿を FMで執筆するに当たり，若干の不具合が感じられたのも事実で

ある。特に日本語環境への対応に関して不可解なエラーメッセージなどに遭遇するこ

ともあった。しかし，Web 上で不具合のレポート 4を参照することもできる上，この

原稿を執筆している間にも矢継ぎ早のアップデートが提供されており，早期解決に期

待されるところである。

また，私たち日本ユニテックはこれまでの FMと同様，セミナーやソリューション

の提供に注力し，FMを使用したマニュアル作成のフローを支援する予定である。ぜ

ひご期待いただきたい。

さて，FMの逆襲が始まった。その勢いを止めるべく，どこからか復讐はあるのか？

それともしばらくは平穏な日々が送られるのか。スターウォーズ的にだじゃれで締め

くくるならば，May the "Frame" be with you…。5

3. “http://www.adobe.com/jp/products/framemaker/” のページ内になる「無償体験版をダウンロード」からお進みください。
4. “http://www.adobe.com/jp/support/framemaker/”
5. 今回所々でオマージュしているのは，ユニテック内で FM 使いにコードネームがつけられているからです。
一番の使い手で “マイスター ”の名を欲しいままにしている「ヨーダ大岡」，たくましい使い手に成長した「ルーク手塚」，私はさしずめ「ベイダー
天野」というところ。いつから暗黒面に足を踏み入れたのか…。最後には改心したいと思います。

ができる。

これまでのバージョンでは構造化文書

と連動するのは，その時点で選択され

ているコンディショナルテキストに限

られていたが，今回のバージョンから

構造化および非構造化文書の出力形式

を柔軟に定義することができるように

なった。

2. XML ラウンドトリップ
ラウンドトリップとは，FMの初期の

バージョンから使われている語句だ

が，FM文書からXMLコンテンツを書

き出して，また FM文書に戻したりす

るような，シームレスなデータフロー

を指して使われている。

当然ながらこれまでも実現されていた

ものだが，注釈や変数・コンディショナ

ルテキストなどの対応が強化され，様々

な設定が保持されるようになった。

3. XML スキーマ
これまで FMは SGML の時代から連綿

と続く DTD ベースの文書型定義にし

か対応できなかったが，XML スキー

マを使用してコンテンツの構造を定義

できるように機能強化された。

様々な標準スキーマが XML スキーマ

として公開されるようになっているの

で，構造化文書をハンドリングする際

のメリットとなる変更である。

おわりに

このように，構造化文書の側面から強化された点が多いことは素直に歓迎できる点

ではないだろうか。FMのユーザのバージョンアップはあまり素早い方ではないと言

われるが，今回のバージョンアップは前向きに考慮すべき要素が揃っていると言える

だろう。
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